
魂
の
郷
地

索
め

《ぜ！

て

恵
パム、

忍

市｝

山

私
の
今
日
の
恵
ま
れ
た
江
い
一
日
を
戚
激
し
な
が
ら
静
か
に
今
日
ま
で
の
白
分
の
過
程
を
振
返
っ
て
見
る
時
、
或
は
山
或
は

野
原
に
夜
露
に
打
た
れ
な
が
ら
、
備
を
求
め
て
歩
い
た
委
は
、
丁
度
山
町
野
の
山
に
父
を
求
め
た
石
童
の
心
で
あ
っ
た
、
私
の
淋

し
い
心
を
抱
い
て
走
馬
燈
の
や
う
い
流
浪
し
て
歩
い
た
順
雄
姿
を
忘
る
ぺ
（
も
ゐ
ら
す
し
て
、
ひ
た
ひ
た
さ
迫
の
迫
臆
に
包
ま

れ
な
が
ら
‘
進
ま
な
い
筆
で
書
き
付
げ
た
の
が
本
筋
で
あ
る
0
「
宗
教
家
の
天
職
に
自
覚
せ
よ
」
三
は
私
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク

l

y
の
門
を
〈

v
っ
た
時
に
、
最
初
に
試
み
た
演
説
の
結
語
で
ゐ
っ
た
o
此
時
分
の
私
は
は
ん
ご
う
に
若
い
宗
教
家
三
し
て
の
熱

血
が
撮
っ
て
ゐ
て
こ
の
演
説
も
異
じ
哀
心
の
叫
び
で
あ
っ
た
o
そ
う
し
て
誰
に
も
局
し
特
な
い
緬
昔
宣
博
之
云
ふ
貴
重
な
天
臓

に
ゐ
る
・
』
ご
を
心
か
ら
幸
一
臓
に
思
っ
て
ゐ
た
o
毎
朝
涼
し
い
杉
並
木
を
過
つ
て
は
串
校
へ
行
く
o
私
り
日

ω前
に
は
い
つ
も
前

途
の
脳
け
る
希
望
を
抱
い
て
一
歩
々
々
力
強
い
足
跡
を
踏
み
し
め
な
が
ら
慣
れ
の
世
持
へ
ご
急
い
だ
の
で
ゐ
っ
た
。
血
に
燃
ゆ

る
青
年
が
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
椎
勢
や
肉
の
祭
光
を
振
h
拾
て
て
、
伺
迄
も
天
閥
建
設
の
舟
に
一
生
を
捧
げ
よ
う
ご
決
心
を
し
て

ゐ
た
の
だ
っ
ニ
れ
ほ
ぎ
堅
い
決
心
さ
熱
い
信
仰
さ
に
燃
へ
て
ゐ
た
私
が
、
今
は
円
求
め
て
典
へ
ら
れ
ぎ
る
の
悲
哀
を
」
か
こ
た
ね

ば
な
ら
ぬ
さ
は
、
何
ん
J

」
云
ム
昨
日
に
盛
る
今
日
の
姿
で
ゐ
ら

3
0
自
分
な
が
ら
今
昔

ω戚
に
打
た
れ
て
し
み
じ
み
ご
一
艇
の
惨

む
程
淋
し
い
悲
し
い
戚
じ
に
襲
わ
れ
る

o
宵
の
慮
巌
の
や
，
フ
に
堅
か
っ
た
私
の
信
仰
は
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

暴
風
吹
き
荒
ぶ
各
の
荒
野
の
や

5
な
淋
し
さ
が
今
の
私
の
生
活
な
の
だ
私
は
「
具
に
宗
教
家
の
天
職
少
味
識
し
て
永
遠
の
生
命

を
会
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
さ
深
〈
自
分
の
内
面
生
活
を
凝
摘
し
た
時
大
き
な
懐
疑
に
逢
着
し
た
の
で
あ
っ
た
O

乙
の
懐
疑

は
今
迄
無
保
件
で
受
入
れ
て
来
た
こ
さ
の
杢
ぺ
て
を
疑
ひ
初
め
た
o
か
〈
て
加
へ
で
た
っ
た
一
人
の
母
の
苑
が
人
生
に
卦
す
る

煩
悶
ご
な
っ
て
火
に
薪
を
添
へ
る
様
に
深
い
々
’
Z
懐
疑
の
淵
へ
さ
導
い
て
行
〈
の
で
ゐ
っ
た
o
今
迄
愉
快
で
ゐ
っ
た
事
棋
の
授
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業
も
い
や
に
な
っ
て
教
師
の
血
の
気
の
な
い
古
典
の
解
稗
な
ざ
は
ご
て
も
聞
〈
気
に
な
れ
な
い

o
生
徒
は
生
徒
で
卒
業
後
の
住

職
問
題
を
論
じ
ん
日
ふ
位
が
闘
の
山
で
一
人
ご
し
て
、
真
面
目
に
人
生
の
異
質
さ

ιぬ
か
づ
〈
や
う
な
者
は
な
い

o
私
は
其
等
の

、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

生
徒
さ
伍
し
て
、
安
債
な
生
活
を
選
る
に
除

h
に
年
老
ひ
て
居
な
か
っ
た
O

そ
れ
か
ら
さ
云
ふ
も
の
は
皐
校
全
休
ん
で
、
小
川

の
逸
り
や
霊
廟
の
あ
た
り
で
宇
日
も
考
へ
込
ん
で
ゐ
る
こ
さ
は
珍
し
〈
な
・
か
っ
た
o
し
か
し
懐
疑
は
日
一
日
さ
募
っ
て
行
〈
O

煩
悶
は
益
々
繁
く
な
っ
て
来
る

o
悩
み
の
ざ
ん
底
の
苦
し
み
よ

h
伸
び
上
ら
ん
ご
す
る
焦
慮
は
盆
々
、
い
ら
だ
た
し
〈
な
っ
て

〈
る
o

一
方
仁
は
異
常
の
緊
張
味
を
以
て
、
韻
書
慾
が
欝
然
ご
し
て
起
。
て
来
る
。
毎
日
皐
枝
の
国
書
室
に
う
づ
（
ま
っ
て
、

書
物
を
漁
っ
た
o
而
し
其
だ
り
で
は
、
さ
で
も
満
足
す
る
こ
ご
が
出
来
な
い
o
で
、
知
己
の
家
の
蔵
書
を
、
片
端
か
ら
議
み
倒

し
た
o
而
し
斯
る
議
書
は
、
少
し
も
煩
悶
の
解
決
ご
は
な
ら
令
し
て
、
却
っ
て
煩
悶
’
M
4増
す
ば
か

b
で
あ
っ
た
o
果
て
は
、
白

、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

分
の
心
に
、
偉
大
な
る
力
を
典
へ
て
ゐ
た
、
み
怖
の
委
が
だ
ん
々
ャ
ご
、
掻
き
出
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
は
、
一
一
層
焦
慮
せ
ざ

る
を
得
な
い
o
若
し
も
、
私
か
ら
み
仰
の
委
を
見
失
っ
た
な
ら
ば
、
自
分
は
た
uv
自
殺
よ
り
外
に
、
道
は
な
い
さ
思
っ
た
時
、

私
の
心
は
メ

1
－プ
U
Y

リ
ン
ク
の
チ
Y

チ
U
F

に
ミ
チ
W
が
、
青
い
烏
を
迫
ふ
て
、
迫
遁
ふ
た
や
う
に
、
備
の
姿
を
迫
ふ
て
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
ご
、
決
心
し
た
o
丁
度
昔
、
猶
大
の
民
族
が
、
エ
ホ
バ
の
紳
の
み
姿
を
迫
ふ
て
、
エ
ヂ
プ
ト
の
野
を
迫
遁
ひ
歩
い
た

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
‘
、
、
、
、

や
う
に
：
：
：
：
。
し
か
し
私
に
は
何
虞
迄
行
つ
で
も
、
漠
々
た
る
荒
野
が
際
限
も
な
〈
、
続
い
て
ゐ
る
：
：
：
：
o
淋
し
い
無
榊
の
荒

野
が
o
J」
5
ご
う
自
分
一
人
の
解
決
じ
ゐ
ま
っ
た
私
は
、
先
輩
の
人
々
の
門
伝
叩
い
て
、
一
服
の
タ
イ
ト
を
斜
ゃ
う
ご
し
た
o

而
し
其
は
凡
て
徒
捗
で
ゐ
っ
た
o
解
決
の
緒
を
暗
示
さ
れ
る
ざ
ニ
ろ
か
、
訪
問
す
る
度
に
、
叶
失
望
』
の
二
字
を
深
〈
々
々
印
象

さ
れ
る
、
許
り
で
あ
っ
た
o
官
際
、
先
訟
や
大
家
気
取
っ
て
ゐ
る
人
々
は
ざ
、
つ
ま
ら
な
じ
も
の
は
な
い

o
ざ
ん
な
悶
へ
を
持

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
行
か
う
さ
、
其
膝
に
す
が
ら
う
ご
、
を
つ
に
自
分
許

h
、借
b
消
し
て
通
り
一
片
の
、
概
念
的
な
、
切
口
上
し
か
、
叫
ん
M

ふ
ぺ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
も
の
を
心
特
て
居

η
い
o
其
で
は
J

こ
う
し
て
、
悶
へ
に
燃
へ
る
青
年
の
翠
線
に
、
鯛
れ
よ
う
o
有
名
な
名
士
や
説
敬
家
の
敬

棺
の
下
に
も
、
ぬ
か
づ
い
て
見
た
o
而
し
其
も
少
し
も
、
心
を
遺
め
る
料
ご
は
な
ら
な
い
to
こ
ん
な
具
合
だ
か
ら
、
宗
秋
山
水
は

無
用
の
長
物
、
こ
し
て
、
枇
脅
か
ら
、
敬
遠
さ
れ
る
の
で
あ
ら
’
コ
3

推
し
考
へ
て
見
る
に
過
去
幾
白
年
の
、
時
代
思
潮
の
流
動
は

目
ま
ぐ
る
し
い
程
、
部
還
に
接
選
を
、
重
ね
て
押
流
し
て
行
っ
て
ゐ
る
O

そ
し
て
、
民
求
の
心
に
は
、
其
都
民
、
深
い
々
々
悦
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跡
を
刻
み
付
け
て
、
行
っ
た
の
だ
o
最
早
、
現
代
人
は
、
人
間
の
生
活
を
、
霊
の
世
界
に
至
る
階
段
さ
見
る
に
、
飴
・
り
に
、
強

（
、
自
我
の
軍
最
さ
を
白
畳
し
て
ゐ
た
o
そ
う
し
て
、
一
一
一
四
世
紀
の
昔
の
や
う
に
、
極
集
滞
土
の
捕
陀
の
像
乞
お
が
ん
で
、
随

喜
の
涙
を
流
し
て
は
屑
な
い
o
あ
ら
ゆ
る
空
虚
な
惇
統
を
押
し
壊
し
て
、
人
間
生
活
の
上
仁
霊
の
世
界
を
建
設
し
よ
う
さ
し
て

ゐ
る
の
だ
o
斯
ふ
し
た
民
衆
の
、
時
代
思
想
の
何
ん
た
る
を
も
解
せ
今
に
、
幾
百
年
も
昔
の
、
先
輩
の
設
を
踏
襲
す
る
を
以
て

唯
一
の
節
操
三
思
っ
て
ゐ
る
宗
教
家
に
、
ざ
う
し
て
人
間
の
魂
が
救
へ
ょ
う
o
人
間
の
迷
ひ
や
。
人
聞
の
悶
へ
に
劃
す
る
指
針

が
説
け
よ
う
Q

上
海
や
大
阪
に
、
非
宗
教
運
動
が
起
る
の
も
無
理
は
な
い
の
真
面
目
な
人
生
の
懐
抱
者
や
、
悶
へ
の
青
年
が
ピ

ん
々
々
、
阪
成
宗
訟
の
手
か
ら
雄
れ
て
行
〈
の
も
無
理
は
な
い
ご
、
思
っ
た
o
ゐ
、
異
の
宗
教
は
既
成
宗
闘
を
離
れ
て
存
在
す

る
の
だ
。
私
は
も
う
人
の
話
な
ん
か
、
聞
〈
気
じ
な
れ
な
い
0
円
相
明
る
者
は
た
っ
た
自
分
一
人
な
の
だ
』
乏
し
み
じ
み
ご
思
ひ
知

っ
た
o
其
時
に
思
出
し
た
の
は
、
幼
き
折
に
聞
か
さ
れ
た
、
あ
わ
て
者
の
話
で
ゐ
る
O

ゐ
わ
て
者
が
、
も
う
そ
ろ
々
々
春
が
・
奈

さ
う
な
も
の
だ
、
一
つ
春
を
迎
へ
に
行
か
う
さ
、
革
靴
を
は
き
排
嘗
を
携
へ
て
、
海
よ
山
よ
、

Z
探
し
廻
っ
た
が
、
春
が
見
賞

ら
ぬ

o
d
N
ヅ
カ
リ
し
て
家
に
踊
っ
て
見
る
さ
、
庭
前
の
紅
梅
が
、
一
輪
咲
い
て
ゐ
る
の
が
目
に
入
っ
た
o
其
蕗
で
町
謹
日
等
レ
春

不
レ
得
レ
春
、
春
在
＝
技
頭
－
既
十
分
』
イ
」
詠
し
た
ご
云
ふ
o
長
い
間
を
、
さ
迷
ひ
蓋
し
た
私
は
、
矢
張
自
分
自
身
の
中
に
怖
を
、

見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
o
z
、
云
ふ
と
さ
が
最
後
に
判
っ
た
o
会
〈
自
分
以
外
に
何
慮
を
見
て
も
光
は
な
い

o
望
み

は
な
い
o
只
一
人
砂
漠
の
中
を
流
浪
し
て
歩
（
、
放
人
の
委
な
の
だ
。

き
し
て
行
〈
笠
置
の
山
を
出
し
ょ

b

天
が
下
仁
は
隠
れ
家
も
な
し

そ
の
憧
の
委
で
あ
る

o
悶
へ
悶
へ
、
あ
へ
ぎ
あ
へ
ぎ
、
し
て
救
ひ
は
自
分
丈
げ
だ
。
康
い
世
の
中
に
、
自
分
唯
っ
た
一
人
な

の
だ
、
ご
痛
威
し
た
o
而
し
其
自
分
も
叶
如
何
な
る
者
か
』
さ
な
る
ご
、
少
し
も
判
ら
な
（
な
っ
て
来
る

o
全
ぺ
て
の
中
心
主

観
で
ゐ
る
、
自
己
か
判
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
世
の
中
の
寓
象
壷
〈
不
可
解
の
聞
に
包
ま
れ
て
、
遺
り
は
か
す
か
な
克
だ
も
な
い

殆
ぎ
拾
鉢
に
な
っ
て
暮
し
た
こ
ご
も
、
二
月
許
h
y
o

質
に
精
紳
牢
獄
其
債
ポ
ゐ
る
。
而
し
そ
ん
な
に
な
っ
て
も
、
私
の
心
に
は

宗
敬
的
要
素
が
J

ご
う
し
て
も
去
ら
な
い
o
又
ぞ
ろ
、
思
ひ
直
し
て
、
議
書
し
初
め
た
o
其
の
範
閏
は
大
分
自
民
汎
仁
亘
っ
た
o
基
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

督
教
の
数
義
や
、
信
仰
朕
態
じ
も
、
設
顕
し
て
見
た
o
而
し
何
等
の
根
接
も
な
く
、
理
性
的
反
者
も
な
い
、
日
ハ
白
目
的
仁
戚
備

を
弄
ん
で
ゐ
ゐ
、
彼
等
の
頭
に
は
、
ざ
う
し
て
透
徹
し
た
、
自
我
の
意
志
が
取
h
扱
へ
ゃ
う
o
鵡
宗
や
真
言
の
書
物
も
噛
ハ
J

て

、
、
、
、
、
、
、
、
、

見
た
。
親
鷲
の
信
仰
も
叩
い
て
見
化
。
而
し
空
想
的
限
定
の
嬢
櫨
を
、
魂
の
住
家
ご
思
ひ
込
ん
で
ゐ
る
‘
思
想
に
は
人
間
性
り

異
質
さ
の
あ
る
筈
が
な
い
o
斯
う
し
て
、
走
馬
燈
の
や
う
に
、
・
択
か
ら
衣
へ
ご
、
轄
々
し
て
行
っ
て
還
に
、
哲
皐
に
解
決
を
索

め
よ
う
芯
し
て
、
入
っ
て
行
っ
た
o
官
時
非
情
な
観
迎
を
以
て
紹
介
さ
れ
て
ゐ
た
、
オ
イ
ヅ
ケ
シ
や
ぺ
戸
グ
ン
ン
の
思
想
に
は

砂
歩
、
興
味
を
畳
へ
た
。
彼
が
永
遠
の
人
性
の
上
に
立
っ
て
、
謹
き
ぎ
る
奮
闘
を
傾
け
る
の
が
、
人
生
の
真
一
誠
で
ゐ
る
さ
云
ふ

白
我
肯
定
の
気
塊
に
は
、
心
を
惹
か
れ
て
し
ま
っ
た
o
而
し
探
究
に
探
究
を
重
ね
て
思
索
し
て
行
っ
た
時
、
d

ど
う
し
て
も
哲
皐

で
は
充
た
き
れ
な
い
、
或
る
物
、
が
あ
る
こ
さ
に
試
が
つ
い
た
o
矢
張
哲
墜
さ
提
携
し
て
も
駄
目
な
の
だ
o
私
は
初
め
か
ら
、

、
、
、
、
、
‘
．
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、

現
論
山
整
っ
た
世
界
観
ゃ
、
人
生
観
を
侍
れ
ば
、
ぞ
れ
で
よ
い
さ
云
ふ
の
で
は
な
い
o
止
み
難
き
宗
教
的
要
求
が
根
本
を
支
配

し
て
ゐ
る
の
だ
O

か
く
し
て
、
既
成
宗
敬
の
何
れ
じ
も
、
幽
玄
な
る
幾
多
り
哲
事
に
も
、
一
知
の
光
も
見
得
な
ん
だ
私
は
殆
ご

失
望
の
極
に
達
し
た
o
い
か
に
愚
純
な
自
分
さ
は
云
へ
、
自
分
の
頭
の
績
（
限
b
、
根
限
り
、
も
だ
へ
て
求
め
た
の
に
：
：
：
：
、

魂
の
住
む
ぺ
き
郷
地
を
緩
見
出
来
ぬ
さ
は
j
i
－
－
、
ゐ
、
思
へ
ば
絶
望
の
極
、
事
巌
の
瀧
に
身
を
技
じ
た
藤
村
操
を
、
ざ
ん
な
に

か
懐
し
い
も
の
で
あ
つ
だ
ら
う
o
皐
校
も
休
み
、
如
巳
さ
も
昔
信
を
絶
っ
て
、
毎
日
ぶ
ら
ぶ
ら
山
内
入
試
の
な
い
慮
を
歩
き
廻

、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
だ
・
り
し
て
ゐ
た
o
か
、
る
絶
針
悲
観
の
折
柄
、
遂
に
、
日
通
勤
一
～
人
の
異
意
に
胸
れ
る
機
舎
に
遭
迅
し
た
o
哀
れ
な
順
障
が
依

、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

産
し
た
淋
し
い
胸
を
抱
い
て
、
上
人
の
虫
ナ
刷
に
ぬ
が
．
つ
い
た
時
、
心
の
奥
深
〈
々
々
、
八
重
雲
分
け
て
閃
き
落
も
た
、
一
種
不

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

思
議
の
光
o
在
の
心
の
奥
の
奥
底
迄
、
射
通
し
て
行
っ
た
o
庚
い
々
々
野
原
を
畑
一
渇
に
孜
め
ら
れ
な
が
ら
、
さ
迷
ひ
歩
い
た
順

膿
が
、
漸
；
清
き
泉
を
見
出
し
た
や
う
に
、
ア
ラ
ピ
ヤ
砂
漠
の
中
に
、
オ
ア
ジ
ス
を
識
見
し
た
や
う
に
、
私

ω心
は
喜
び
に
振

、

、

、

、

‘

、

、

、

、

‘

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

へ
た
o
日
遺
跡
芸
人

ω
一
生
、
其
は
取
り
も
な
ほ
き
す
、
自
我
肯
定
の
、
深
刻
な
る
精
榊
生
活
。
自
ら
悪
戦
苦
闘
す
る
乙
芯
に
よ

っ
て
、
霊
の
王
岡
を
心
内
に
現
化
せ
ん
ご
す
る
彼
の
意
志
o
首
座
に
坐
つ
で
も
、
流
罪
に
蕗
せ
ら
れ
で
も
、
自
若
Z
し
て
、
異

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
慌
へ
J

」
念
い
だ
英
傑
の
面
影
。
彼
の
心
は
常
に
寓
世
そ
包
含
し
、
永
遠
の
生
命
に
呼
吸
し
て
ゐ
た
の
だ
。
私
は
上
人
を
迫
臆

す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
、
偉
大
な
る
力
ご
信
念
さ
を
発
揮
し
、
こ
の
信
念
さ
力
さ
に
依
っ
て
永
遠
の
生
命
を
把
握
す
る
こ
ご
が
出

一一（;34トー



来
る
さ
信
じ
た
o
今
迄
長
い
間
求
め
て
屑
た
の
は
こ
れ
で
あ
る

o
自
分
が
人
生
の
神
秘
に
鯛
れ
て
ニ
そ
、
永
遠
の
生
命
仁
生
き

人
生
堂
生
か
す
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
o
自
己
の
意
志
を
遁
令
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
人
生
無
意
義
な
り
て
ふ
・
』
ご
宏
、
深
（

開
験
し
た
o
哲
理
を
要
求
す
る
明
智
の
方
面
に
は
、
一
念
三
千
の
大
哲
問
中
ゐ
h
、
敬
義
内
容
の
股
正
な
る
批
判
反
省
は
、
正
し

き
信
仰
の
合
理
性
を
保
誼
し
、
組
割
者
即
も
、
久
遠
本
備
の
抱
擁
の
も
ご
に
、
魂
は
安
ら
け
〈
憩
ひ
、
自
己
の
立
中
し
現
化
し

て
、
常
寂
光
を
作

h
川
す
、
ぁ
、
こ
れ
こ
そ
、
人
間
生
活
の
批
－
麗
な
る
殿
堂
で
は
’
な
い
か
o
凪
へ
ば
本
備
の
怯
ん
じ
寝
っ
て
ゐ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
自
分
が
、
偶
像
や
虚
飾
の
城
廓
に
障
へ
ら
れ
て
、
異
の
み
悌
の
心
を
知
ら
な
か
っ
た
o
そ
う
し
て
、
家
を
飛
び
出
し
て
東
西

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

南
北
を
流
浪
し
て
き
迷
ふ
た
が
、
再
び
本
備
の
み
許
に
蹄
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

ο
而
し
其
本
仰
は
最
早
や
、
五
重
の
塔
や
、

優
秀
な
る
調
刻
を
施
L
た
本
堂
の
中
に
は
な
か
っ
た
o
形
式
の
偶
像
を
離
れ
た
大
自
然
の
中
に
、
自
己
の
胸
の
奥
深
〈
に
秘
め

ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
o
憩
ふ
＊
へ
き
魂
の
郷
土
、
其
は
日
連
型
人
じ
よ
っ
て
敬
へ
ら
れ
る
永
泣
派
指

ω玉
肢
で
ゐ
っ
た
。
位
相
を
脱

し
た
異
質
の
柴
国
が
展
開
さ
れ
て
あ
っ
た
の
だ
。
ー
（
十
一
、
九
、
二
十
ご
！
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能
化
所
化
は
師
徒
の
闘
係
で
あ
る

o
教
師
ご
生
徒
、
師
匠
さ
弟
子
、
皆
能
所
相
封
で
あ
る
。
け
れ
共
今
自
分
は
、
道
俗
の
能

所
相
封
に
就
い
て
考
へ
て
見
た
い
さ
思
ふ
O

若
し
、
日
連
明
人
に
封
し
、
叉
遠
〈
大
望
秤
隼
に
針
し
奉
れ
ば
、
現
在
の
道
俗
共
に

悉
〈
所
化
で
あ
る
o
而
も
其
の
所
化
た
る
や
、
蓄
量
品
に
於
て
、
能
化
偽
陀
の
久
遠
成
道
副
本
ご
共
に
、
我
々
も
久
遠
巳
来
の

所
化
で
あ
る
事
が
頴
さ
れ
た
の
で
あ
る
O

扱
て
共
の
道
俗
相
卦
に
就
い
て
考
ふ
る
仁
、
能
所
共
に
、
立
仔
即
賞
践
す
J

べ
き
道
が
あ
る

o
先
づ
能
化
の
責
任
役
云
へ
ば
、


